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提
てい

案
あん

する：「〜するべきだ」

［問
もん

題
だい

］例
れい

のように、社
しゃ

会
かい

などに対
たい

して提
てい

案
あん

する文
ぶん

を作
つく

りなさい。

例）	＜提
てい

案
あん

内
ない

容
よう

＞ 先生・学生・意
い
見
けん
を言う機

き
会
かい
・与
あた
える

	 → 　先生は、学生に意
い
見
けん
を言う機

き
会
かい
を与
あた
えるべきです� 。

１）	日本の学校・１
ひと
クラス・人

にん
数
ずう
・減

へ
らす

	 → 　� 。

２）	日本の学校・厳
きび
しい校

こう
則
そく
・なくす

	 → 　� 。

３）	先生・学生・なるべくほめる

	 → 　� 。

４）	部
ぶ
活
かつ
のコーチ・部

ぶ
員
いん
・いつもはげます

	 → 　� 。

提
てい

案
あん

する：「（―するより） 〜するほうがいいと思
おも

う」

［問
もん

題
だい

］例
れい

のように、A より B のほうがいいと一
いっ

般
ぱん

的
てき

に提
てい

案
あん

する文
ぶん

を作
つく

りなさい。

例）	成
せい
績
せき
だけで評

ひょう
価
か
する ＜ 努

ど
力
りょく
を評

ひょう
価
か
する

	 → 　成
せい
績
せき
だけで評

ひょう
価
か
するより、努

ど
力
りょく
を評

ひょう
価
か
するほうがいいと思

おも
います� 。

１）	他
ほか
の学生と比

くら
べる ＜ ひとりひとりの良

よ
いところを見つける

	 → 　� 。

２）	悪
わる
いところをしかる ＜ 良

よ
いところを積

せっ
極
きょく
的
てき
にほめる

	 → 　� 。

３）	失
しっ
敗
ぱい
したことを怒

おこ
る ＜ どうすれば成

せい
功
こう
するか一

いっ
緒
しょ
に考

かんが
える

	 → 　� 。

４）	授
じゅ
業
ぎょう
中
ちゅう
、先生だけが話す ＜ 学生どうしでディスカッションする時間を増

ふ
やす

	 → 　� 。
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『初
しょ

中
ちゅう

級
きゅう

からはじめる日本語プロジェクト・ワーク』
［表

ひょう
現
げん

］練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

  L5

ある条
じょう

件
けん

で、良
よ

いことが起
お

きると予
よ

想
そう

する：「〜ば、 ｛―ようになる／―くなる／―になる｝ と思
おも

う」

［問
もん

題
だい

］例
れい

のように、ある条
じょう

件
けん

で良
よ

いことが起
お

きると予
よ

想
そう

する文
ぶん

を作
つく

りなさい。

例
れい
）	努

ど
力
りょく
が評

ひょう
価
か
される（= 条

じょう
件
けん

） ⇒ 失
しっ
敗
ぱい
を怖
こわ
がらない（= 良

よ
いこと）

	 → 　努
ど
力
りょく
が評

ひょう
価
か
されれば、失

しっ
敗
ぱい
を怖
こわ
がらなくなると思

おも
います� 。

１）	学校教
きょう
育
いく
の中で多くの成

せい
功
こう
体
たい
験
けん
をする ⇒ 自

じ
己
こ
肯
こう
定
てい
感
かん
が高い

	 → 　� 。

２）	クラスの人
にん
数
ずう
を減

へ
らす ⇒ 学生が発

はつ
言
げん
する機

き
会
かい
が多い

	 → 　� 。

３）	協
きょう
働
どう
する授

じゅ
業
ぎょう
を増

ふ
やす ⇒ 助

たす
け合

あ
うことを学

まな
べる

	 → 　� 。

４）	試
し
験
けん
を難

むずか
しくしすぎない ⇒ 勉

べん
強
きょう
に対
たい
する自

じ
信
しん
が持

も
てる

	 → 　� 。


